
■インド：ソフトバンク、中国パネルメーカーGCLと合弁会社設立 

2018年 4月 2日付の報道によると、ソフトバンクは 2018年 3月 28日、中国の太陽光パネ

ルメーカーGCL との間で、インドのアンドラプラデシュ州で太陽光発電の合弁会社を設立

することで合意した。投資額は 9 億 3,000 万ドルとなる見込みで、出資比率はソフトバン

ク 60％、GCL40％である。ソフトバンクは土地収用と許認可取得を行い、GCL は技術提

供する。ソフトバンクが、2018年 4月現在でインドに所有する発電設備容量は太陽光など

75万 kW（建設中の発電所を含む）で、将来 400万 kWに拡大する計画である。 


